
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月９日（金）、本校の１・２年生を対象に、「人間と社会」の授業の一環として、『ＬＧＢＴ

講演会』を開催しました。この講演会は、複数の都立高校で講演の実績がある「VIP Sophia 

Pallet」代表取締役の中島 紫 様をお招きし、ＬＧＢＴ当事者の講話から、性的マイノリティ

を正しく理解し、多様な性を受け入れ、お互いの違いを尊重しあう態度を身に付ける」ことを

目的として行いました。また、密を避けるため、学年ごとに２回お話をしていただくなど、新

型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら実施しました。 

 講演では、講師の方がスライドを利用し、御自身の経験を交えながらＬＧＢＴについて具体

的に分かりやすくお話しくださり、学校のみならず社会での理解が進むことの重要性が伝わり

ました。講演後の生徒の感想を御紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生では、保健の授業でＬＧＢＴを勉強しており、「復習になった」という感想も多くあり

ました。授業での指導内容とリンクしたことで、より知識が深まり、心に残る講演会となりま

した。                       （保健部 養護教諭・松木 美香） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■八王子桑志高等学校「『人間と社会』でＬＧＢＴ講演会を開催」 

 東京都西部学校経営支援センター 
   〒１９０－００２２ 東京都立川市錦町４－６－３ 東京都立川合同庁舎４階 
   電話 （管 理 課） （０４２）５２７－６５９０ 
      （経営支援室） （０４２）５２７－６９８０  ファクシミリ （０４２）５２７－６４６８ 

ＧＧＧｏｏｏｏｏｏｄｄｄ   ＮＮＮｅｅｅｗｗｗｓｓｓ   

東京都西部学校経営支援センターだより 

 西 ～にし～ 
令和３年 ８月１８日 発行 

第５４号 

講演会の様子 

・ 普段自分が使っていた言葉が差別用語だと知って、言動に気を付けようと思いました。 

・ 現代ではＬＧＢＴから、ＬＧＢＴＱＩＡへと、さらに多様になっていることを知らなかった。 

・ ＬＧＢＴの人は思ったより身近にいることが分かった。だから心無い発言をしないようにしよ

うと思う。 

・ 講師の先生が自分自身の体験をもとに話してくださったので、貴重な経験だった。 

・ 周りの人にＡｌｌｙ（アライ＝支援者）でありたいと思います。 

・ いつかＬＧＢＴという言葉がなくなるほど、十人十色・自然体で生きられる世の中になってほ

しいと感じたし、自分も自分らしく生きていきたいです。 


